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1. 学習の特徴と学習レベル
2. 個別の指導方針

































小 4 （平成16年度）男子病名： CP（痙直型：痙性
両麻痺）視力（右0.08 左0.2)。斜視。（平成17年 1月よ































































































































































































































その比率が増加していることが判明した。 (n= 17, 






































































筑波大学附属桐が丘養護学校研究紀要 第41巻 2005年 1 
表2 3種類の発話機能の比較
教師 J1 日L土里
「要求」 106 52 
「表示・提供」 62 90 
「受容」 5 31 
表3 残差分析の結果
教師 児竜
「要求」 5.828** -5.828** 
「表示・提供」 -3.033** 3.033** 









































r要求J -0.842 -1.306 -1.560 0.632 2.889*~ 
r表示・提供」ー2.353*-1.075 2.351* 1.611 -1.24( 

























































































































































































































































































































































































筑波大学附属桐が丘養護学校研究紀要 第41巻 2005年 15 
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